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広
川
文
芸

広
川
短
歌
会

見
る
た
び
に
な
に
と
は
な
し
に
恋
し
て
る
初
春
色
の
乙
女
椿
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
子

住
雄

吾
の
な
か
に
母
の
姿
が
生
き
て
い
る
手
料
理
手
芸
た
の
し
む
日
々
に

　
　
　
　
　
　
　
姫
野

洋
子

こ
の
首
が
私
の
人
生
狂
わ
せ
た

仕
方
が
な
い
と
六
文
字
合
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山

方
子

新
年
の
賀
状
書
き
終
え
お
茶
に
す
る
素
朴
な
味
の
干
し
柿
食
み
て��

　
　
　
　
　
　
　
野
中

勝
美

浴
室
の
改
修
工
事
の
十
余
日
と
な
り
の
招
き
に
貰
ひ
風
呂
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

千
恵
子

冥
界
と
こ
の
世
を
つ
な
ぐ
花
明
り
色
な
き
庭
に
寒
椿
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
佳
代
子

新
し
く
求
め
た
る
日
誌
の
一
頁
は
令
和
四
年
の
初
詣
し
る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

和
子

哲
さ
ん
の
去
年
の
最
後
の
カ
レ
ン
ダ
ー
「
じ
い
じ

じ
い
じ
」
と
三
歳
が
手
を
振
る

鹿
田

　
　
恵

ゆ
ふ
べ
見
た
夢
の
つ
づ
き
が
見
た
く
つ
て
と
う
さ
ん
の
写
真
眺
め
て
眠
る

　
　
　
　
　
山
下

整
子

晴
れ
や
か
な
賀
正
を
迎
え
勇
気
湧
く
足
踏
み
な
れ
ど
一
歩
踏
み
出
す

　
　
　
　
　
　
　
姫
野

深
幸

穏
や
か
な
新
年
穢
す
オ
ミ
ク
ロ
ン

社
に
手
合
わ
す
家
族
連
れ
あ
り

　
　
　
　
　
　
結
束

節
子

新
春
の
朝
の
坂
道
リ
ズ
ム
踏
む
孫
の
贈
り
し
杖
を
あ
る
じ
に

　
　
　
　
　��

　
　
　
　
美
座

時
朗

に
ぎ
は
へ
る
商
店
街
の
人
の
波
コ
ロ
ナ
禍
い
か
に

正
月
近
し

　
　
　��

　
　
　
　
　
野
中
ヨ
シ
子

自彊術教室の講師へインタビュー

≫自彊術を始めたきっかけは ?
　17 年前、手指の痛みから
関節リウマチ（関節の痛みや
腫れが生じる病気）と診断さ
れ、叔母の紹介で自

じきょうじゅつ
彊術教室

に通うこととなったのがきっ
かけです。自彊術を始めたこ
とで、だんだんと手指の痛み
も和らぎました。
　その後、自彊術の良さをよ
り多くの人に伝えたいと思
い、7年前から自彊術教室の
講師を務めています。

≫自彊術の効果は ?
　自彊術は、呼吸法とスト
レッチ、筋トレを同時に行う
体操です。「身を整え、息を
整え、心を整える」ことを実
感することができます。動か
せる関節をしっかりと動かす
体操なので、自分の体調不良
を改善していく上でもとても
効果的です。若い人にはご自
身のパフォーマンス向上に、
年配の人には体と心の若さの
維持に役立ちます。 自彊術教室

講師 東 哲也さん

　自彊術教室は、毎月第 2・
4㈮の 19時 30分～ 21時、
町民交流センター「いこっと」
で行っています。体験を希望
する人は、総合クラブひろか
わ事務局へご連絡ください。
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まちのわだい

MY TOWN TOPICS

外国人が病院受診を学ぶ
地域日本語教育スタートアッププログラム

ＡＩプログラミング教室開催
久留米工業大学×広川町教育委員会

12
月
12
日
㈰
、
久
留
米
工
業
大
学
で
小

学
4
年
生
～
6
年
生
を
対
象
と
し
た
「
AI

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
教
室
は
、
久
留
米
工
業
大
学
の

学
生
と
広
川
町
教
育
委
員
会
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
企
画
し
た
も
の
。
前
半

は
、
久
留
米
工
業
大
学
の
最
先
端
の
設
備

と
教
材
を
使
っ
て
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
半

は
、
久
留
米
工
業
大
学
の
学
生
が
自
動
会

話
技
術
を
活
用
し
作
っ
た
ク
イ
ズ
ア
プ
リ

「
ひ
ろ
か
わ
ま
ち
再
発
見
」
に
挑
戦
。
普

段
体
験
で
き
な
い
活
動
に
、
参
加
者
か
ら

は
「
AI
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」「
親
子
で
楽
し
く
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
多
く

の
喜
び
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
朝
倉
市
野
球
連

盟
杯
学
童
軟
式
野
球
大
会
」
で
、
下
広
ス

タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま

し
た
。
6
年
生
の
2
人
に
と
っ
て
小
学
生

最
後
の
大
会
。
今
ま
で
努
力
し
て
き
た
成

果
を
発
揮
し
、
笑
顔
で
締
め
く
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
1
月
か
ら

新
チ
ー
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
、
仲

間
を
募
集
中
で

す
。
毎
週
㈬
㈮

㈯
㈰
、
下
広
川

小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

６年生最後の大会で銅メダル
下広スターボーイズ 

12
月
5
日
㈰
、
町
内
に
住
む
外
国
人
を

対
象
と
し
た
病
院
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
国
の
出
身
8
人
が
参
加
。
姫
野
病
院
の

職
員
と
と
も
に
「
受
付
」
か
ら
「
薬
を
受

け
取
る
」
と
こ
ろ
ま
で
を
再
現
し
な
が
ら

日
本
語
を
練
習
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
問

診
票
の
漢
字
や
難
し
い
日
本
語
に
苦
戦
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。
姫
野
病
院
の
職
員

も
外
国
人
の
参
加
者
に
や
さ
し
い
日
本
語

で
伝
え
る
難
し
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
姫
野
病
院
の
川
上
さ
ん
は
参

加
者
へ
「
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
が

ま
ん
せ
ず
に
近
く
の
日
本
人
に
『
助
け

て
!
』
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

12
月
28
日
㈫
、
法
務
大
臣
か
ら
中
嶋
安

雄
さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
中

嶋
さ
ん
は
平
成
28
年
か
ら
今
年
1
月
1
日

ま
で
の
6
年
間
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
や
家
庭
問
題
に
関

す
る
相
談
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽

力
し
ま
し
た
。

人権思想の普及高揚に尽力
中嶋安雄さん
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「地域のために」各団体が課題解決に取り組む
まちづくりスタートアップ補助金

11
月
7
日
㈰
、「
里
山
倶
楽
部
」

が
植
樹
休
息
基
地
の
整
備
と
散
策

ル
ー
ト
を
お
知
ら
せ
す
る
看
板
を

作
成
し
ま
し
た
。
地
域
資
源
で
あ

る
里
山
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
つ
く
る
た
め
、

長
年
、
美
し
い
景
観
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
る
里
山
倶
楽
部
。
植
樹

し
た
木
々
が
成
長
し
て
、
四
季

折
々
の
景
観
が
楽
し
め
る
散
策

ロ
ー
ド
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
長

い
時
間
が
か
か
る
た
め
「
各
々
が

楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ
と
」
を
大

切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

み
ん
な
が
継
続
し
て
参
加
で
き
る

活
動
を
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

植樹休息基地の整備と看板作り
里山倶楽部

11
月
11
日
㈭
、「
広
川
町
婚
活
サ

ポ
ー
タ
ー
」
がplants

funshop
natur

で
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
婚

活
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
39
歳
ま
で
の
男
女
各
11

人
が
参
加
。
多
肉
植
物
や
お
し
ゃ

れ
な
雑
貨
が
飾
ら
れ
た
会
場
で
、

寄
せ
植
え
体
験
や
1
対
1
ト
ー
ク

な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
マ
ッ
チ
ン
グ
も
4
件
成
立

し
、
主
催
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
、
当
日
は
感
染
対
策
を
と
り
な

が
ら
の
実
施
と
な
っ
た
が
、
成
功

に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と

し
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

多肉植物寄せ植え婚活
広川町婚活サポーター

10
月
9
日
㈯
と
10
日
㈰
、「
ひ

ろ
か
わ
ま
ち
じ
ょproject

」
が

Kibiru

で
シ
ャ
ツ
作
り
講
座
を
行

い
ま
し
た
。

昨
年
度
、
大
好
評
だ
っ
た
本
講

座
。
今
年
も
定
員
を
超
え
る
ほ
ど

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
者
は
シ
ャ
ツ
が
完
成
す
る
ま
で

の
過
程
を
実
践
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
プ
ロ
か
ら

学
習
。
講
座
修
了
後
、
普
段
か
ら

縫
製
を
行
っ
て
い
る
参
加
者
か
ら

は
「
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。
今

日
教
え
て
も
ら
っ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
早
速
使
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

技術が身につくシャツ作り
ひろかわまちじょproject ～やってみたいをカタチに～

　自ら地域の課題に取り組み、地域に活力を生み出
そうとする団体を応援する「まちづくりスタートアッ
プ補助金」。コロナ禍でありながらも「地域のために

12
月
11
日
㈯
、「
総
合
ク
ラ
ブ

ひ
ろ
か
わ
」
が
は
な
や
ぎ
の
里

で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者

は
1
0
0
人
以
上
。
懐
か
し
の

歌
謡
曲
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
午

後
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
青
春
時
代
を
思

い
出
せ
た
」「
な
か
な
か
外
出
で

き
な
い
中
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
た
」「
毎
年
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
主
催
者

は
「
イ
ベ
ン
ト
や
町
民
同
士
の
交

流
の
機
会
が
減
っ
て
い
る
中
、
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

クリスマスコンサート
総合クラブひろかわ

活動したい」という団体が本補助金を活用し、それ
ぞれの地域課題を解決するために活動しています。
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上京したてで不慣れな土地での生活
に不安でいっぱいだったころ、地元
の友達や先ぱい、両親のことを思い
浮かべると、明日もがんばろうと勇
気が出ました。どんなに苦しくつら
い時でも、広川町での思い出がい
つも笑顔にしてくれます。これから
は私が自分の仕事で多くの人
に笑顔を届けたいです。

まちのわだい
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大人への一歩踏み出す
広川町成人式

1
月
9
日
㈰
、
下
広
川
小
学
校
体
育
館

で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
13

～
14
年
生
ま
れ
の
対
象
者
２
４
７
人
（
男

性
１
２
５
人
・
女
性
１
２
２
人
）
の
う
ち
、

約
74
％
に
あ
た
る
１
８
４
人
が
出
席
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

昨
年
同
様
、
来
賓
の
制
限
や
時
間
短
縮
な

ど
、
規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
自
分
自
身

の
目
で
社
会
の
現
実
を
見
据
え
、
自
ら
の

中
に
確
か
な
考
え
を
つ
く
り
あ
げ
て
く
だ

さ
い
」
と
新
成
人
を
激
励
。
福
岡
市
主
催

の
「FU

KU
O
KA

愛PRO
JECT

」
へ
の

投
稿
動
画
の
撮
影
も
行
わ
れ
、
ガ
ー
ベ
ラ

で
作
ら
れ
た
ハ
ー
ト
の
パ
ネ
ル
の
前
で
、

広
川
町
へ
の
思
い
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
新
成

人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

中学生の時まで続けていたストリー
トダンスを一昨年から再開しました。
うまくいかないときに相談に乗って
くれたり、応援したりしてくれる家
族や友人、先ぱいなどには感謝の気
持ちでいっぱいです。これからは広
川町での出会いを心の糧にして、自

分に誇れる自分へ成長するた
めにがんばっていきます。

幼少のころ思い描いていた
20 歳のイメージとは大きく変
わり、今の自分は生活面で両親に頼
るところが大きく、精神面でもまっ
たく自立できていないと感じます。
友人たちにもいつも励まされ、支え
られてきました。今度は自分が多く
の人の支えになれるような大人にな
りたいです。

小さいころから食べることが
大好きで「食」について学び

たいと思い大学に進学しました。コ
ロナ禍でいろいろな事が「当たり前」
ではない今、自分が置かれた場所で
将来、不安を抱えている人に「食」
を通して手を差し伸べられるよう、
周囲の助けを借りながら、精一杯努
力したいと思います。

松尾知香
（緑ヶ丘区）

梅本はな
（長延下区）

鹿子島大貴
（清楽区）

壱岐品泉
（藤田区）

新成人
による主張
（要約）




